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９．日本人一般男性において長鎖 n3脂肪酸の高摂取は心疾患死亡リスクに 
おける安静時心拍数上昇の影響を減弱させる：NIPPON DATA80 
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NIPPON DATA80研究グループ 

 

 

背景: 長鎖 n 3 脂肪酸 (LCn3FAs) は心保護効果を有する。長鎖 n3 脂肪酸の高摂取が

安静時心拍数上昇に関連する循環器死亡リスクを減弱させるという仮説をたて検討し

た。 

 

方法:  日本全国から無作為に抽出された 300 地区から参加した一般住民で循環器疾患

の既往がなく降圧剤を内服していない 8807 人（55.7%女性; 平均年齢 48.3 歳)を分析

対象とした。主要エンドポイントは循環器疾患死亡とし、2次エンドポイントは脳卒

中死亡および心疾患死亡とした。長鎖 n3脂肪酸摂取量は 3日間秤量法を用いて評価し

た。また、安静時心拍数は 12 誘導心電図より算出した。Cox 比例ハザードモデルによ

り、交絡因子を調整し、多変量調整ハザード比 HR および 95%信頼区間 95%CI を算出し

た。 
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結果: 24 年の追跡期間中 617 名の循環器疾患死亡が認められた。長鎖 n3 脂肪酸の食

事摂取量の中央値は 0.37%kcal（0.86g/日）であった。循環器疾患死亡に対する長鎖

n3 脂肪酸摂取量と安静時心拍数との交互作用は統計学的に有意であった（P値 = 

0.033）。長鎖 n3脂肪酸高摂取（0.37%kcal 以上）かつ安静時心拍数が 75bpm 未満の対

象者群と比較して、長鎖 n3 脂肪酸低摂取 (0.37%kcal 未満) かつ安静時心拍数が

85bpm より高値の対象者群では循環器疾患死亡リスクの有意な上昇を認めたが(HR, 

1.67; 95%CI, 1.15-2.43)、長鎖 n3 脂肪酸高摂取かつ安静時心拍数が 85bpm より高値

の対象者では有意なリスク上昇を認めなかった(HR, 0.92; 95%CI, 0.61-1.38)。同様

の結果が脳卒中死亡についても観察されたが、心疾患死亡については認めなかった。 

 

結論: 日本人一般住民において、安静時心拍数の上昇に関連する循環器疾患死亡リス

クの上昇は、長鎖 n3 脂肪酸高摂取により減弱する可能性がある。 


